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問　　　　題

　山口（2010）によれば、親に関する研究は、
BowlbyやAinsworthから始まった愛着に関する研究や、
養育態度に関する研究などが、特に母親に焦点を当
て様々な研究者によって行われてきた。しかし、こ
れらの研究における親の位置づけは主眼が子の発達
に置かれており、親はその発達を規定する環境要因
として扱われてきた。その後、無力であると考えら
れていた乳児に同調行動などの自発性・積極性があ
ることが発見され、親から子への一方的な影響のみ
を問題とするのではなく母子関係の相互作用の重要
性が指摘され、これに関する研究も増えてきた。し
かし、これらの研究の主眼はやはり子の発達に置か
れていた。これは、発達研究が子が大人に至るまで
の変容の過程を明らかにするものであったため、大
人である親は「その発達に最も影響を与える存在で
ある」という意味において研究に取り上げられてき
たためと言えるだろう（山口　2010）。
　親に焦点を当てた研究は1980年代ごろから増えて
いる。この理由として大日向（1991）は 3つの理
由を挙げている。第 1に非行・暴力をはじめ、子の
体力低下や生活習慣の未確立、知性と情操の発達の
アンバランスなど、この発達の歪みの多発の主たる
要因として親や家庭の教育力の低下を問題とする社
会的認識の高まりである。第 2に、若い世代に育児

への準備性が欠如していることを問題とする社会的
認識の高まりである。親世代が核家族であったり、
きょうだい数が少ない、受験競争の熾烈化が、子ど
もへの接触経験や子どもへの共感性の欠如につな
がっているものとして問題視された。第 3に、女性
の高学歴化や社会参加の増加に伴い、女性のライフ
スタイルや自我意識が変化していることが挙げられ
た。この変化に伴い、男女の関係性や育児における
性役割分担が再検討されるという社会的な風潮が高
まってきたことが挙げられる。これら社会的な背景
が親研究への関心を高めた要因であるとされている。
　このように、家庭を取り巻く環境は短い期間に大
きな変化を見せている。例えば1985年には男女雇
用社会均等法が成立し、性別を問わず社会進出を目
指すことができる環境が整い始めた。かつて日本で
は夫婦のうち主に男性が働き手となる片働きが主流
であった。この片働きは2013年の国土交通白書によ
れば、年によって増減があるものの全体として減少
の傾向にある。一方で共働き世帯数は増加していき、
1997年には片働き世帯数を上回っており、後も増加
し続けており、片働き世帯数との差は拡大傾向にある。
　これに伴い女性のライフスタイルも変化し、志向
する生き方も変化してきたといえる。女性は母親
というだけでなく社会人としての側面を持つように
なってきた。しかし一方で少子化等の社会的背景も
あり、子育てや教育は母親の役割として重要視され
たままである。また平均寿命の延びもあり、親世代
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との協力など、母親は様々な側面で環境と対面する
と考えられる。
　成人の成長に伴う心理的変化についての研究とし
て代表的なものにErikson（1980）によるアイデン
ティティの獲得がある。成人期は青年期後の成人初期、
中年期、老年期の 3段階に分けられる。ここでは本
研究に関わる中年期、老年期について取り上げる。
　中年期の心理・社会的危機は世代性と自己陶酔で
ある。世代性の原語はGenerativityで、エリクソンの
造語である。ここでは鑪（1990）の訳を採用した。
世代性の豊かさを獲得されていない場合、退行して
偽りの親密さを強迫的に求めたり、親としての責任
を果たすことを難しくすることが多い。子どもを持
つ親であっても、児童相談を行う場所に訪れる若い
両親のほとんどがこの段階の発達が遅れていたり、
発達していなかったりすることに苦しんでいるよう
である（Erikson　1980）。
　次に老年期である。この段階での心理・社会的危
機は統合性と絶望の対立である。死を受容しこれ
までの人生を自分のものとして受け入れていくこと、
その肯定的な部分も否定的な部分も統合して受け入
れていくことがこの段階での課題となってくる（鑪　
1990）。
　これまでの研究では、成人期のアイデンティティ
の発達には触れず、思春期・青年期の課題として獲
得したものを自己の中核に生きていくと考えられて
きた。
　しかし、今日では成人期であってもアイデンティ
ティは変容し発達し続けるものであると捉えられ
ている（岡本 1997）。また、長命化による長い成人
期・老年期は青年期に獲得されたアイデンティティ
ではとても支えきれないことが指摘されている。青
年期に獲得されたアイデンティティはその後の人生
のなかでさらに変容し、さらに発達、深化していく
のではないかと岡本（1997）は述べている。つまり、
アイデンティティの模索は成人期にも行われ、成人
期の発達の節目ごとに再編成され成熟していくと考
えられる。
　成人期のアイデンティティの揺らぎについて注目
されているものとして中年期の危機がある。これ
は、中年期がライフスタイルにおいて、生物的にも
社会的、心理学的にも、また家庭発達の側面からみ
ても変化の多い時期であることから、個人のアイデ
ンティティが揺らぐ危機を指している。身体的な衰
えに加え、職業的には自分の地位・能力の拡大の限
界を感じ、さらに若いころの人生の夢の達成度につ

いて問い直される時期でもある。また家庭において
は子の自立が行われ、親としての役割というアイデ
ンティティも揺さぶられる時期である。
　本研究で取り上げる母親に焦点を当てると、特に
子との関係や、母親を取り巻く人間関係に注目でき
るだろう。中年期は子の親離れの時期といえる。今
まで多くのエネルギーを注ぎ込んできた子どもが自
立していく時期には、「空の巣症候群」といった、子
の自立をなかなか肯定的に受け止められず、苦しむ
親もいる。
　また母親を取り巻く人間関係の 1つとして、夫婦
関係がある。夫婦関係においても、子を共同で育
てていた時にはっきりしていたそれぞれの親役割に
よって結びつき、安定していたものが、子の自立に
よってそれがぼんやりとしてくると言える。「夫に
とって自分はなんだったのだろうか」など、夫婦関
係の再認識の欲求の高まりは多くの場合女性から発
せられる（岡本1997）。
　このように、成人期は心の発達の岐路として注目
されている。子育てという大きなライフイベントを
通して、それを終えたとき母親が何を経験し、その
アイデンティティはどう変化したかを明らかにする
ことによって変化の構造を知り、この発達における
重要な要素を明らかにできると考えられる。

目　　　　的

　本研究は養育体験が母親の変化に及ぼす影響の構
造と、その後の母親の生き方への影響について明ら
かにし、加えて養育に伴う母親の混乱やありようの
変化について考え、子育て支援につながる考察を行
うことを目的とした。

方　　　　法

対象者とデータ収集
　本研究の対象者は20代～30代の子どもを有する母
親 5名とした。対象者の属性を表 1に示す。対象
者の設定は、成人初期の子を有する親は子育て評価
を含めて個人目標の達成を再検討する時期であると
する上田・平松（2001）の研究に基づいた。対象者
は知人を通して依頼した。調査時期は2015年10月中
旬から下旬である。面接場所は面接者がＡ大学の一
室を提案し、承諾が得られる場合にはこれを採用し
た。また、この面接場所への訪問が難しい場合には
面接協力者には面接者との合意により場所を決定し
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た。調査方法は 1人あたり30分～60分の半構造化面
接であった。面接過程は対象者の許可を得てICレ
コーダーに録音した。面接およびテープ起こしは面
接者自身が行った。

面接手続き
　面接協力者に対しフェイスシートへの回答を依頼
し、記入後にICレコーダーを用いて面接を記録した。
面接内容は養育経験を子どもが就学前、小学校時代、
中高時代と分け、その時の具体的な関わりと感情
について尋ねた。そして、子どもを持つ前と育て終
わってからの自分にどのような変化があったのかと
いう主観を尋ねた。面接の内容については、なるべ
く面接協力者の語る流れを損なわず、面接協力者か
ら表現される内容に沿って質問していく形をとった。

倫理的配慮
　調査に当たっては研究の趣旨、質問に対する拒否
の自由、データの取り扱いについて、個人情報の扱
いについてなどを事前に面接依頼書に記載し、事前
に面接協力者に手渡した。その内容に同意が得られ
る場合、面接当日に改めてその内容を面接協力者と
面接者で確認し、同意書へのサインを求めるという
手続きをとった。

分析の手続き
　分析方法として、木下（2003、2007）の修正版
グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Modified 

Grounded Theory Approach ; 以下M-GTA）を用いた。
M-GTAは生成される理論が人間行動の予測と説明に
有効であり、人間行動の変化と多様性の説明が可能
なことから、ヒューマンサービス領域での実践的活
用が期待されるアプローチである。本研究では母親
の養育体験の語りから、母親の混乱やありようの理
解から育児・養育への支援への考察を行うため、こ
のアプローチが有用であると考えられる。また、研
究対象としている現象がプロセス的な特性を持って
いる場合にも有効であるため、データから母親の変
化への動きをとらえるのに適していると考えられた。

結　　　　果

　本研究は養育体験が母親の変化に及ぼす影響の構
造と、その後の母親の生き方への影響について明ら
かにし、加えて養育に伴う母親の混乱やありようの
変化について考え、子育て支援の充実につながる考
察を行うことを目的とした。
　分析の結果、33の概念が抽出された。さらに、各
概念の関係を検討し、カテゴリーにまとめた結果、
10のカテゴリーが成立した。ここでは母親の語りを
M-GTAを用いて分析した結果としてカテゴリー、概
念の説明、概念の説明に基づいたストーリーライン、
結果図を提示する。
　表 2－ 1，表 2－ 2，表 2－ 3にカテゴリー、各
概念の定義、具体例、類似例と対極例、具体例の発
言回数、該当者数について提示する。カテゴリーの
順番は図 1に準じている。

概念の説明とストーリーライン
　次に、それぞれのカテゴリーとカテゴリー間の関
係について段階を追って記述する。なお、カテゴ
リーを〔　　〕、概念を“　　”と表記する。

子育てへの責任感
　子を有するに際して、母親としての責任や義務を
果たそうとするものである。これは子を有すること
で認識されるが、子との様々な関わりや母親の変化
によって再評価されたり、再認識される。母親は子
の将来に対する責任感から子育てを全うしようとす
る（“子育てへの責任感”）。また、未熟な子に対し
て“保護責任の認識”を持つ。これは子を身体的・
精神的に守り、また自分も子を攻撃してはならない
ことを親の責任とする考えである。この語りは強く、
子の未熟な部分が特に強調される。このように子の
将来や成長が自分次第であるという責任感から“子
への指導”が行われる。これは子を自分の望む方向
に導こうとする母親の働きかけを指しており、その
責任も同時に語られる。
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子育てに伴う困難
　“子への対応への肉体的な大変さ”や“子育て環
境の不十分さ”など、〔子本位の関わり〕を難しくす
る要因群である。また、家族や地域の十分な支援が
得られず 1人で子育てしている感覚（“子育て中の孤
独感”）と“周囲からの非難”による葛藤状態もこれ
に含めた。
　また、〔子本位の関わり〕を積極的な行為とする
ことを困難にする要因として“子への理解への戸惑
い”も含めた。

心理的ゆとり
　子に対して心理的にゆとりをもって関われる状態
を指す。“子を待つ”ことができ、子が困難な問題を
抱えている場合にも“子への無条件の肯定と尊重”
の姿勢をとることができる状態である。また、〔心
理的ゆとり〕は〔子本位の関わり〕を強め、助ける。
〔関係性の変化の認識〕にも関与していると考えら
れる。

子本位の関わり
　〔子育てへの責任感〕を全うしようとすると同時
に、子への働きかけを、子を優先して行う段階であ
る。この状態には〔心理的ゆとり〕の存在が重要で
あると考えられ、“子に対する愛情”に基づき関わる
ことができることで、“子との関わりを楽しむ”こと
ができ、子育てに充実感を得る助けになると考えら
れる。特に“子の視点を理解する”“子の抱える課題
に対応する”では、自分の感情や大変さを後回しに
して子に付き合う語りが多く見られた。この負担の
大きな行動を行うことも“子への愛情”と〔子育て
への責任感〕が支えていると考えられる。また負担
の大きい分、子への心理的同調が大きいと考えられ、
“自分の事のように感情が動く”語りも多く見られた。

外部からの支援
　〔子育てに伴う困難〕によって〔子本位の関わ
り〕に必要な〔心理的ゆとり〕が侵害されるとき、
必要な母親の持つリソースからの支援のことである。
この外部には家庭外の機関以外に、母親以外の家族
構成員も含む。〔外部からの支援〕について面接協力
者から子育てに有益なものとして語られた。“環境の
充分さ”は〔子育てに伴う困難〕に含まれる“環境
の不十分さ”への対極例となっている。“子育てに伴
う肉体的な困難”を軽減させ、“周囲の助けと承認”
があることによって心理的な負担感を減少させる効

果があると考えられる。
　また、その効果として〔内省の機会〕を促すこと
ができ、母親が〔心理的ゆとり〕を求めるきっかけ
になりえる。

自分本位の関わり
　〔子育てに伴う困難〕のために子本位の関わり〕
が阻害され、子よりも自分の感情や状況を優先して
関わる段階である。子の行動がコントロールできな
いことに“子に対する怒り”を感じ、なんとか言う
ことをきかせようと感情的に振る舞ったり、自身の
感情を理性的に処理できず、混乱や葛藤が生じてい
る語りの部分である。“子育てからの逃避願望”を含
んだ段階であり、母親自身に〔心理的ゆとり〕の無
い状態であると言える。
　この状態に対して、「なんてひどいことをしたんだ
ろう」「我に返った」（Ｅさん）など、〔内省の機会〕
が起こる場合には、〔子本位の関わり〕が再び開始さ
れることも期待できる。

内省の機会
　〔子育てに伴う困難〕に影響された〔自分本位の
関わり〕について、内省の機会となるような体験や
気づきが起こる段階である。〔内省の機会〕があるこ
とによって母親は〔心理的ゆとり〕を求める必要を
認識し、〔外部からの支援〕を求めることができ、そ
れによってさらに深い気づきを得たり、〔心理的ゆと
り〕を得ることができると考えられる。

関係の変化の認識
　子の変化に応じて母親が子との関係を見直す段階
である。“子の成長を受容する”ことで子の行動は子
に任せることができる“子への信頼感”が生まれる。
また、そのことで“自分と対等な子の認識”が生ま
れる。またその様子を興味深く見られ、それに対す
る充実感を“子の成長を感じる”と概念化した。

母親自身の変化
　子との関わりと自身の成長を通して自身の変化を
感じる段階である。子を見守り通したことで“自身
の成長を認識”し、過去の“困難の受容”が可能に
なる。また“困難の受容”は“体験の肯定感”に繋
がり、過去に行った選択の結果を肯定的に感じるこ
とが可能となってくる。そして、子育て自体への肯
定的な感情が生まれる（“子育てへの肯定的評価”）。
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子育てへの心残り
　子の成長を受け止められなかったり、母親として
まだまだ未成熟である感じを抱く段階である。カ
テゴリーとしては〔母親自身の変化〕と対極例と考
えられる。子の成長を受け止められない状態である
“子の成長に抵抗する”は〔関係の変化の認識〕カ
テゴリーの“子の成長を受容する”の対極例と考え
られる。また、“子に自分への信頼を求める”は子
を未熟な存在とし、親を頼るように望む状態である。

これを〔子育てへの心残り〕にカテゴリー化したの
は、子を未熟な存在とすることで、まだ親としての
関わりを強く維持しようとしており、“子育てに対す
る不完全感”と結びついているのではないかと考え
たためである。また、“子育てに対する不完全感”は
子の成長に追いつこうとしている母親の心理状態で
あるとも考えられ、子からの関わりや〔外部からの
支援〕によって“子の成長の受容”や“子育て体験
への肯定感”への移行が期待される。
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結　　果　　図

　母親の養育体験の語りから、現在の母親への変化

の過程について、カテゴリー同士がどのように関係
しているかを矢印で表した結果図を作成し図 1に示
した。なお、概念を一つにまとめた上にカテゴリー
名を表記している。

図 1 　Ｍ－ＧＴＡ結果図図 1 　Ｍ－ＧＴＡ結果図
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考　　　　察

　以上・M-GTAを用いた結果図を提示した。次に
M-GTAで抽出されたカテゴリーの分析の結果に基づ
き、ストーリーラインに沿ってカテゴリーごとに考
察を行い、最後に総合考察を行う。なお、面接協力
者の発言は「　　」内に示す。

〔子育てへの責任感〕
　このカテゴリーは母親が子を有するに際して母親
としての責任を果たそうとする段階を指しており、
“子育てへの責任感”“保護責任の認識”“子への指
導”が含まれている。ストーリーラインの移行では
最初に位置している。全体として子の未熟な部分が
強調される。
　大島（2013）は自身の論文において生成した子育
てへの義務感というカテゴリーを、子に良かれと思
いながら子育てを開始するが、時に子育てへの義務
感を感じ、気付けば自分本位の関わりをしてしまう
という構造を述べ、その背景には母親が子育てをす
るべきという性役割分業が見られ、母親を苦しめる
要因の 1つであるという考えを述べている。本研究
においても、性役割分業についての語りは見られた。
例えばＥさんは、「こういうこと（しつけ）は男の人
にさせたらだめだと思ってさせなかった」と語ってい
る。これは後にＥさんの中で反省すべきことの 1つ
として語られており、「母親も強くないといけないけ
ど、父親も参加すべきだなと思った。」と語っている。
　本研究において、〔子育てへの責任感〕に苦しん
だという語りは見られなかったが、子の将来に責任
を持とうとする、よかれと思う行動が子育てにおけ
る困難を発生させることは考えられる。例えばＡさ
んは、「幼少期をきちんと育てないと家庭内暴力をす
るとか、非行に走るとかっていうのを、空気を吸う
ように耳にしていた」ために「子育てに対する恐怖
心が常にあった」と語り、「枠にはめて子育てをして
いた」と語っている。このように、こうしなければ
ならない、という「枠」から外れないようにすると
いうのは非常に精神的に消耗するのではないだろう
か。またＥさんは子の不登校について、「みんなと一
緒に学校に行くことが当たり前」という考えを持っ
ていたが、「学校に行ったから必ずすごい人になれる
というのは関係ない。その子がいつどんな子になれ
るというのは学校がすべてではないんだって（相談
者から）発見して」からは「自分自身も元気になれ

たし（子の存在が）うれしくなった」と語っている。
このように、社会的に望まれていないことをしない
よう指導しようとすると困難が発生しやすいが、現
実や子を多角的に見ることが可能となればこのカテ
ゴリーは子育てに対して母親を苦しめるだけでなく、
子への関わりへの積極性を助けるのではないかと考
えられる。
　またこのカテゴリーは子を持つことで発生し、子
との関わりの中で再評価されたり、再認識されると
考えられる。
　例えば〔内省の機会〕の 1つである“理想の母親
像とのギャップによる立ち止まり”では、Ｅさんか
ら子に対する行動として「手を上げた」という語り
が見られた。このような出来事を経て自身を振り返
り、「我に返る」ことで〔子育てへの責任感〕に立ち
返ることができるものと考えられる。また、ここで
立ち返ることがかなわなかった場合に、その行動は
拍車がかかってしまうのではないだろうか。そのよ
うな観点からも〔子育てへの責任感〕の認識は重要
であると考えられる。

〔子育てに伴う困難〕
　子育てに伴う身体的・精神的という 2つの面での
困難さを表すカテゴリーである。このカテゴリーは、
〔子本位の関わり〕を難しくするものと考えられる。
“子の対応への肉体的な大変さ”“子育て環境の不十
分さ”は、子育てを物理的に難しくし、母親を疲労
させてしまい、〔心理的ゆとり〕を無くすことによっ
て〔子本位の関わり〕が阻害されるのではないかと
考えられる。またこれらは“子育て中の孤独感”を
よりつらいものとするのではないだろうか。物理的
に困難が多く、また支援が得られない一方で〔子育
てへの責任感〕を感じる状態は母親にとって負担が
大きいと考えられる。
　また、“仕事との両立の葛藤”は、子育てと就労の
どちらも行う現代の女性にとって 1つの課題となる
だろう。Ａさんは、子に「仕事を辞めてくれと言わ
れた」時の体験について、「仕事をすること自体に辞
めたいとか、投げ出したいとか思ったことなかった
から、よけいにつらかった」と語っている。“子への
理解への戸惑い”にも関連することであるが、子と
わかり合えない体験や、子がわからない体験は子育
てへの負担を大きくするようである。これは、子は
未熟で親が導いていく存在だという認識がある一方
で、親とは別の独立した存在である子として尊重し、
対等に理解しあった上で親に従わせなくてはならな
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いという関わりの難しさがあるのではないかと考え
られる。
　これらの〔子育てに伴う困難〕には、やはり個人
のストレスをしのぐ力では限界があり、〔外部からの
支援〕が有効であると考える。

〔心理的ゆとり〕
　〔心理的ゆとり〕は〔外部からの支援〕などの影
響を含めて、〔子育てに伴う困難〕からのストレスが
和らいだ状態を指す。また、これは〔関係の変化の
認識〕がある場合にも、子の変化に対してゆとりを
もって対応することができるため、これらは互いに
影響しあっていると考えられる。
　〔心理的ゆとり〕は〔子本位の関わり〕を助ける
と考えられる。また、〔子育てに伴う困難〕によって
〔心理的ゆとり〕が生まれず、〔子本位の関わり〕が
阻害される場合に〔自分本位の関わり〕への移行が
Ｅさんの語りから明らかになった。Ｅさんは〔心理
的ゆとり〕において、子の不登校への対応を語る際
に、〔外部からの支援〕についてしばしば話題にし
た。「（子に対して）ほめてくれたのがうれしかった。
困ったなというのは言わなかったから。」と、他者か
らの承認が得られたことに対して「ちょっとずつ元
気になった」と語った。また、「みんなと同じよう
にはできなかったけど、努力はできた」と子のポジ
ティブな面に注目することが可能となっていた。
　〔外部からの支援〕の体験を有するかというのは
個人の体験の差があるが、〔心理的ゆとり〕が〔子本
位の関わり〕を志向する助けになり、〔関係の変化の
認識〕に影響すると考えられる。

〔子本位の関わり〕
　子への働きかけを子を優先して行う段階であ
り、“子との関わりを楽しむ”“子の視点を理解す
る”“子に対する愛情”“子の抱える課題に対応す
る”“自分の事のように感情が動く”が含まれる。
　〔子育てへの責任感〕だけで子育てを全うしよう
とするのは母親の心理的負担が大きい。そのため、
“子に対する愛情”などの力を借りて“子との関わ
りを楽しむ”ことで子育ての中に楽しみを見出すこ
とが可能になる。
〔子本位の関わり〕ができたという実感が子育てへ
の充実感につながる語りも見られた。Ｄさんは、幼
少期の関わりと現在の子との関係について、「愛情を
もって育てた（ので）根本的なところを裏切れない
のかなって（思う）」と語っており、現在の子との関

係への満足と、それにつながる道程を整えて来られ
たことに充実感を語った。
　しかし、〔子本位の関わり〕はやはり〔心理的ゆと
り〕が重要であると考えられる。〔子本位の関わり〕
は〔子育てに伴う困難〕に阻害されやすい。〔子育て
に伴う困難〕がある場合には“子との関わりを楽し
む”余裕がなく、“子の理解への戸惑い”がある場合
には“自分のことのように感情が動く”ことや“子
の視点を理解する”ことがより困難になる。
　また、子を優先したいという思いと、自分が尊重
されないと感じられる環境へのジレンマが発生する
と考えられる。本研究では自分が尊重されない環境
を無理に打開しようと〔自分本位の関わり〕を行う
と自己嫌悪があったり、強い反省が見られた。しか
し、〔子育てに対する責任感〕の考察でも述べたが、
それが見られる場合ばかりではないことも念頭に置
くべきである。
　また、“自分のことのように感情が動く”ために
子の味方でいようと思い、“子の抱える課題に取り
組む”ことに努力できたり、そのための心的エネル
ギーを発生させることができるのではないかとも考
えられる。

〔外部からの支援〕
　〔子育てに伴う困難〕には身体的な困難と精神的
な困難の 2つの面が見られた。このためか、面接協
力者の語りからは対応して物理的な支援と精神的な
救いの語りが見られた。
　物理的な援助として語られたのは“環境の十分
さ”である。子育てをする、あるいは子育てと仕事
との両立を可能とする環境が十分であったために子
育てが物理的に楽であったことが語られた。
　精神的な支援として、“周囲の助けと承認”が見ら
れた。これは子育てや仕事における頑張りや大変さが
認められ、それが心理的負担を軽減した状態である。
　これらは相互に影響していると考えられる。Ｅさ
んは、“子への対応の肉体的な困難さ”により、子を
保育園に預ける判断をしたとき、「（ 3人への対応が
大変で）このままだったら精神的にやられる」と思
い保育園に入れようと思ったが、「親が見ずに預け
てるっていうイメージが田舎にはあって」とやや抵
抗を示したように語られた。この場合、物理的な支
援が得られるにも関わらず困難さが解消したとは言
えない。これは“周囲の助けと承認”という心理的
な面の支援が不足しているからであると考えられる。
Ｅさんからも、「（保育園の先生に、保育園は）親が
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リフレッシュして、子どもとのいい関係を作るため
の手段ですって言われたとき、母親としての荷が下
りた。」と語られた。

〔自分本位の関わり〕
　〔子育てに伴う困難〕により〔心理的ゆとり〕が
希薄になり、子の行動を無理にコントロールしよう
としたり、子に対して自分本位な怒りを持つ状態で
ある。
　〔子本位の関わり〕でも述べたが、これは子を優
先しようとする一方で、自分が尊重されない状況へ
の不満やジレンマから、その状況を無理に打開しよ
うと〔自分本位な関わり〕として、子に怒りをぶつ
けてみたり、そのような状況から逃げたいと思うの
ではないだろうか。
　中谷・中谷（2013）は母親の自尊心の低さや育児
ストレスの高さから生じた被害的な認知特性が子ど
もへの虐待的行為に影響を及ぼし、また虐待的行為
は子どもに対する否定的認知の影響ではないことを
報告した。
　“子育てへの逃避願望”について、Ｅさんは「ど
うしたらいいのかなって、（誰にも話を聞いてもら
えない）そういう時間がなかったのがしんどかった。
死にたいとは思わなかったけど、もっと楽になれた
らって」と語った。また、Ｅさんは「でもバーッと
子どもの顔が浮かんで、おいていけないと思った」
と子への責任感も口にした。このように、本研究か
らも子への否定的な語りは見られなかった。このこ
とから、逃げ出したい気持ちと逃げてはならないと
いう気持ちの 2つが母親を葛藤させるのではないか
と考えられる。また、〔自分本位の関わり〕はその後
強い反省につながり、〔子育てへの責任感〕に立ち返
ることが可能であると考えられる。

〔内省の機会〕
　〔自分本位の関わり〕という、余裕のない状態に
ついての内省を行うきっかけや、その出来事につい
ての語りが見られた部分である。このカテゴリーで
は、“理想の母親像とのギャップによる立ち止まり”
が特に語られた。
　〔内省の機会〕が起こる際には母親は何らかの理
由で全く 1人で行う育児・養育に限界を感じ、〔外
部からの支援〕の必要性に気付くと考えられる。Ｅ
さんは、「毎日、夫は（家庭外の）活動に忙しくて、
（夫は）私が（子の）面倒を見るのは当然だと思っ
ていた。元気いっぱいに（保育園から）帰ってくる

子どもに心の準備がいつも（十分には）できていな
くて」と語った。また、この状態を初めて限界だと
認識したのは「子どもを思いっきり怒って、たたい
てしまったとき」と語っている。「（子が）‘ごめん
なさい、なんでもいうこと聞きます’って子どもが
泣いてるのを見て、私が言わせたんだと思った。そ
れがとてもつらかった。私はそんなことしないって
思ってたけど、こうなりえるんだって思ったらぞっ
として…。そういうことがあって、ちょっと息抜き
しながらじゃないとやってられないって思うように
なって、お迎えに行く10分前は本屋さんに行くとか、
自分の時間を少しでも持てるようにしようって思え
た。実家のほうにも相談したし、そういう時間を持
てるようになってから子どもといい関係が作れるよ
うになったかもしれない」という語りも見られた。
　〔内省の機会〕が起こり、母親は自分の限界を改
めて自覚し、子とのよりよい関わりや自分にとって
の生きやすさのために、環境に対してのアプローチ
を変えたり、身の回りにある資源を再発見すると考
えられる。また、この段階では〔外部からの支援〕
を与える援助者や子との関わりにおいて新鮮な体験
が得られるため、のちの〔母親自身の成長〕を振
り返る際、このカテゴリーに強い思い入れを示し、
〔子育てへの心残り〕の語りの強い母親にみられる
“子育てに対する不完全感”を体験しにくいのでは
ないかと考えられる。これは、自分の限界が見える
まで頑張った自分を体験し知っていることや、子育
てに伴う変化を意識的に体験したために、子育てへ
の手ごたえを持っているためと考えられる。
　一方で、“理想の母親像とのギャップ”という、他
者に話しづらい内容であることも事実であるため、
〔外部からの支援〕に直接的につながらない可能性
も考えられるため、留意が必要である。
　このカテゴリーについて、実際の面接では十分な
データの数が得られていない。しかし、母親の成長
に大きな影響を与え、少ないながらも重要なカテゴ
リーであると考えられる。得られたデータが少ない
要因として、自分の失敗体験とも言える内容であっ
たため、面接者が積極的に聞かないと出ない内容で
あっただろうと考えられる。今後の課題としてこの
部分に積極的に焦点を当てた研究として面接協力者
の同意を得て改めてデータを収集する必要があるだ
ろう。

〔関係の変化の認識〕
　子の変化に応じて母親が子との関係を見直す段階
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である。今の子に必要な母親に変化していくため
〔子本位の関わり〕という側面も見ることができる。
“自分と対等な子の認識”にも見られるように、子
の自立を認めて対等な関係になっていくことが可能
になる段階である。この段階には母親によって個人
差が見られた。例えばＡさんは「高校では完璧に信
頼していた」と語っているが、Ｂさんは大学生の子
に対して「（まだ）すごく心配」と語っている。
　〔関係の変化の認識〕の有無は〔母親自身の変
化〕と〔子育てへの心残り〕への移行に関連すると
考えられる。〔関係の変化の認識〕は〔子育ての責任
感〕からくる〔子本位の関わり〕を調整する段階で
あるので、“子の成長を感じる”“自分と対等な子の
認識”がない状態であると、子が未熟な存在から変
わらないため、子の成長と母親の認識に差が生まれ
てしまうのではないかと考えられる。よって母親は
子の親離れをさみしく感じるのではないかと考えら
れる。
　この段階は子の成長に合わせて母親が変化するだ
けでなく、次の段階である〔母親自身の変化〕の発
見にもつながると考えられる。

〔母親自身の変化〕
　子との関わりと自身の成長を通して自身の変化を
感じる段階である。
　〔関係の変化の認識〕と〔母親自身の変化〕の関
係であるが、子の変化に対応して母親も変化してい
ることの認識が〔母親自身の変化〕につながるので
はないかと考える。Ｂさんは子の変化を早いと感じ
ており、それについて「子どもの成長についていけ
てないんだろうか」と語っている。この語りから考
えられるのは、子とともに母親が変わることを母親
らは変化や成長ととらえているということである。
　この段階で〔母親自身の変化〕を感じている母親
であっても、〔子育てへの心残り〕を口にする人もい
た。つまり、〔母親自身の変化〕と〔子育てへの心残
り〕は母親にとって両価的に存在しうるものである
と考えられる。例えばＤさんは、「自分を勉強させて
くれるのは子どもはすごい」と、子どもに対しても
前向きな語りがあり、「子どもは絶対持つべきだと思
う」と“子育てへの肯定的評価”も見られた。Ｄさ
んは〔関係の変化の認識〕もしっかり語られている。
　一方でＤさんから「親は見てあげたいっていう気
持ちはある」「頼れる親でありたい」など、子との関
係が全く対等になるわけではないことが語られた。
　これらから、子を対等に、大人として認識するこ

とは母親の子離れをサポートし、一方で〔子育てへ
の心残り〕は親子関係を希薄にしないという点でつ
ながりを保持するのに有効なのではないだろうか。

〔子育てへの心残り〕
　子の成長を受け止められなかったり、母親として
まだまだ未成熟である感じを抱く段階である。〔母
親自身の変化〕でも述べたが、〔母親自身の変化〕と
〔子育てへの心残り〕は両価的に母親に存在しうる
ものであると考えられる。
　依田（1988）は、日本の母子をめぐる文化につい
て、日本の家族は夫婦中心でなく、親子中心で運営
されており、特に母子の間には強い母子一体感があ
ると述べている。この強い母子一体感を母親が青年
期になっても持ち続ける場合、親離れ・子離れが遅
れるとしている。依田（1988）は、これに対して子
を生きがいにしないことの重要性を述べている。こ
のために、夫との関係を見直したり、興味をもって
打ち込めるものを、それぞれ持つことが大切である
と述べている。
　“子の成長に抵抗する”は、自分は未成熟な親で
あるという認識が、子の成長の認識を阻んでいると
も考えられる。岡本（1997）は、特に専業主婦に多
く見られるが、母親のなかには家庭外活動を得てア
イデンティティを再構築することが難しい属性の者
もいるとしている。
　また、Ｃさんは「親になってんだろうか、って思
うよ。なんかしてあげたというような、やってあ
げた、っていうのがない。満足感がない」と語った。
このように、〔子本位の関わり〕をやりきった実感が
ない場合にも〔子育てへの心残り〕は語られるよう
である。
　しかし、Ｃさんからは現在の子との良好な関係が
語られた。〔母親自身の変化〕でも述べたが、〔子育
てへの心残り〕は子との関係を保持し、子が大人に
あるいは一人前になった後であっても自分の子とし
て心配したり、世話をしたいと思う気持ちにつなが
るのではないだろうか。

総合考察
　本研究は養育体験が母親の生き方にどのように影
響を及ぼす過程とその変化の構造を明らかにし、加
えて養育に伴う母親の混乱やありようの変化につい
て考え、子育て支援の充実につながる考察を行うこ
とを目的とした。



坂元：養育体験を通した母親の生き方 ― M-GTAを用いた成長の構造についての考察 ― 49

　第 1に、育児体験がその後の母親の生き方にどの
ように影響を与えるかという点についてである。山
口（2010）は86名の母親を対象に母親の発達観につ
いての調査を行った。この結果、自分は一人前の母
親であるという意識をもつ母親は全体の14％であり、
一人前であると判断する理由には〈自分よりも子を
優先するようになったから〉と〈育児に自信が持て
るから〉の 2つが挙げられた。一方で、非一人前と
自己評価した母親らには〈感情的に子どもと接する
時があるから〉〈理想の母親像と違うから〉など、多
彩な回答が見られ、自らを母親として未熟であると
考えており、育児に対して自信が持てないという点
での共通点を報告している。
　本研究では、子の成長とともに自身の成長を感じ
られる場合に自分自身への変化を感じることができ
るのではないかと考えられた。また、自分自身の変
化を成長という面でとらえた場合に、自らの育児に
自信がない場合、自分自身の変化を語りにくいとい
うことが、変化を感じないという語りの背景にある
のではないだろうか。
　一方で、子育てに心残りが見られる場合であって
も、子への関わりに親としての責任を感じること
で親子関係が保持されるのではないかと考えられた。
山口（2010）は、親としての責任感を果たすことが
母親であるための大きな意味をもっており、その責
任感があるために母親は、生涯にわたって発達し続
けるものだという漸進的発達観を有するものと考え
た。子育てへの心残りは、こうした責任感を手放し
ていないという母親の語りの表れという見方も可能
であると考えられる。
　第 2に、子育てに伴う幸福感と困難についてであ
る。子育てに伴う幸福感は、愛情や成長を子を発生
源としたもののほかに、〔外部からの支援〕によっ
て得られた出会いや経験を喜びと感じたり、達成
感と結びつけることで得られると考えられる。また、
〔外部からの支援〕が必要な困難についてである。
〔子育てに伴う困難〕については物理的な大変さと
精神的な困難さの両面が認められた。この困難さは
子育てを行う際には母親を緊張させ、望ましくない
行動のきっかけになりえるだろう。しかし、確かに
ネガティブな側面である一方で〔内省の機会〕など
を得られることによって、後の〔母親自身の成長〕、
〔関係の変化の認識〕の語りにこのときの困難が
伴っている。これは、母親として何か頑張った手ご
たえが〔母親自身の成長〕を裏付ける体験となって
おり、また子の変化に気づく視点を得られるためで

はないだろうか。
　第 3に、子育て支援についてである。上述の子育
てに伴う困難の 2面から、物理的な大変さと精神的
な困難の 2つを解決することが支援の前提であると
考えられる。
　岸田・久保・倉持（2013）は、今日の日本の子育
て支援について、少子化が進む中で乳幼児の子を
もつ親への支援は様々なアプローチが行われている
が、思春期の子どもを持つ家族への支援は圧倒的に
少ないと問題を提起している。加えて、大久保ら
（2012）の調査によれば、思春期の子どもをもつ親
のうち子育てに関する相談をしたいと思う者は 6割
以上いた。
　また中釜（2007）は、心理教育に注目した。その
理由として、①さらに開発が求められている領域
であること、②教育との接点が多い、③成長や自尊
心の向上を狙う働きかけである、④予防に役立つ、
⑤グループ活動を利用することで人間関係やネット
ワークづくりに貢献する、⑥一人の支援者が一度に
複数の人に働きかけられるという点で経済論理にか
なった方法である、などが挙げられた。また我が国
の心理教育の開発が遅れていることも指摘した。こ
うした、専門家を交えて子どもや母親の個別的状況
に対応したり、知識を得る場の整備が必要ではない
だろうか。心理教育が行われ、正しい知識が浸透す
ることは、子育てをする母親の環境を整備すること
にもつながると考えられる。
　現在では、主にその役割を児童相談所などが担っ
ているが、スクールカウンセラーの常駐化や、子だ
けでなく親の相談窓口としての専門家が教育の現場
におり、教員との連携が取りやすい状態になること
が望ましいと考えられる。
　そのため、“子の抱える課題に取り組む”母親を
支持することとともに、母親が子を受容し“子を待
つ”ことができるような〔心理的ゆとり〕を支える
ことが重要であると考えられる。

今後の課題

　本研究では調査の対象者を20代から30代の子を有
する母親としたため、子の年齢の差に開きが生じる
場合がある。また、孫を有する母親も見られ、これ
も、自身の成長を語れる母親と語れない母親という
差が生じた要因となった可能性も考えられる。今後
は子の年齢の範囲を狭めたり、調査対象者の属性に
配慮して調査することが課題といえる。
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　また、本研究は仮説生成段階の研究であるため、
今後それぞれのカテゴリー間の関係などは量的な
データを用いて仮説を検証していく必要があるだろう。
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